
年
金
者
組
合
越
谷
支
部
は
７
月
23
日
、
年
金
引

き
下
げ
違
憲
裁
判
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部
の
宇

佐
美
忠
利
委
員
長
（
越
谷
支
部
出
身
）
が
務
め
ま

し
た
。
学
習
会
に
は
市
内
の
年
金
者
組
合
員
、
約

20
人
が
参
加
し
、
学
習
の
後
、
感
想
、
意
見
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
は
主
に
、
全
日
本
年
金
者
組
合
が
作
成

し
た
「
年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
パ
ン
フ
」
（
年

金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
読
み
合
わ
せ
、
日
本
の
年

金
制
度
の
問
題
点
、
年
金
裁
判
の
経
過
と
目
的
、

裁
判
の
争
点
、
今
後
の
裁
判
の
す
す
め
方
な
ど
に

つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

年
金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
全

日
本
年
金
者
組
合
の
金
子
民
夫
委
員
長
が
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

「
裁
判
闘
争
の
中
で
、
年
金
者
組
合
の
内
外
か
ら
、

『
年
金
裁
判
の
状
況
を
知
り
た
い
』
、
『
年
金
裁

判
の
意
味
を
知
り
た
い
』
、
『
そ
の
た
め
に
も
、

わ
か
り

や
す
い

パ
ン
フ

レ
ッ
ト

を
作
成

し
て
ほ

し
い
』

と
い
う

声
が
強

ま
っ
て

き
ま
し

た
。
そ

の
期
待

に
応
え

る
た
め

に
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
を
作

成
し
ま
し
た
」
。

今
、
安
倍
内
閣
は
、
日
本
社
会
の
高
齢
化
を
口

実
に
し
て
、
憲
法
25
条
を
踏
み
に
じ
り
、
社
会
保

障
に
関
わ
る
国
の
費
用
負
担
を
大
幅
に
削
減
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
も
と
、
年
金
裁
判

は
憲
法
を
守
り
、
生
か
し
て
い
く
運
動
の
中
で
、

重
要
な
位
置
づ
け
を
持
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
４
ペ
ー
ジ
）
。
学
習
会
の
意
見
交
換
の

中
で
は
、
「
社
会
保
障
全
体
を
守
る
運
動
と
一
体

に
、
年
金
裁
判
を
す
す
め
よ
う
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
講
師
の
宇
佐
美
委
員
長
か

ら
「
全
組
合
員
に
お
渡
し
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

学
び
、
十
分
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
（
吉
田
正
美
）
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ク
ラ
ブ
活
動
案
内

越谷支部のホームページをご覧ください。 http://www.geocities.jp/nenkinkoshigaya/ 「年金者組合 越谷支部」で検索できます。

〈
年
金
引
き
下
げ

違
憲
裁
判
の
学
習
会
開
催
〉

み
ん
な
で
学
ぼ
う

「
年
金
裁
判
パ
ン
フ
」

【
囲
碁
ク
ラ
ブ
】

日
時

９
月
３
、

17
日(

月)

13
時
～
17
時

会
場

北
部
市
民
会
館

２
階
和
室
（
う
め
）

会
費

半
年

６
０
０
円

連
絡
先

内
藤
（
９
６
５
）
３
１
４
９

【
民
謡
ク
ラ
ブ
『
な
ず
な
の
会
』
】

日
時

９
月
７
、
21
日
（
金
）
13
時
半
～
15
時
半

会
場

大
沢
公
民
館

会
費

月
２
０
０
０
円

講
師

藤
本
秀
琉

連
絡
先

樋
口
（
９
６
４
）
８
１
４
６

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

９
月
13
日(

木)

12
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

【
第
二
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

９
月
20
日(

木)

13
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

木
暮

０
９
０
（
２
９
１
９
）
６
２
０
９

【
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時

９
月
14
、
28
日(

金)

13
時
半
～

会
場

越
労
連
事
務
所

連
絡
先

五
十
嵐
（
９
６
６
）
０
８
２
０

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】

日
時

９
月
15
日(

土)

14
時

連
絡
先

舟
山

（
９
８
５
）
１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時

毎
週
火
曜
日

９
時

会
場

南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

暑
気
払
い
＆
誕
生
会
の
お
知
ら
せ

日
時

８
月
29
日
（
水
）
12
時
～
15
時

場
所

伊
原
新
田
集
会
所

会
費

千
円

（
持
ち
込
み
歓
迎
）

☆
詳
細
、
申
込
に
つ
て
は
前
号
の
チ
ラ
シ

を
参
照
く
だ
さ
い

新
加
入
組
合
員
紹
介

遠
藤

勇
さ
ん

（
11
班

蒲
生
旭
町
在
住
）

今
月
は
１
人
の
方
が
加
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
部
長

吉
田

健
治

副
支
部
長

足
立

秀
機

副
支
部
長

山
本

英
郎

副
支
部
長

吉
田

正
美

副
支
部
長

和
田

幸
雄

書
記
長

五
十
嵐

光
範

書
記
次
長

川
原

利
雪

書
記
次
長

高
木

常
雄

書
記
次
長

樋
口

昭
男

書
記
次
長

広
瀬

久
雄

書
記
次
長

森

秀
夫

執
行
委
員

大
野

幸
男

執
行
委
員

栗
原

三
郎

執
行
委
員

瀬
川

依
子

執
行
委
員

保
坂

一
歩

執
行
委
員

松
本

久
子

執
行
委
員

森
山

勝
司

会
計
監
査

伊
東

正
人

会
計
監
査

小
口

文
子

<年金者組合第26回定期大会大会宣言>

私たちはこの１年間、誕生会を兼ねた四大行事、

趣味を生かしたクラブ活動、シティウオークなど
の楽しい行事と、県本部や民主団体が行うさまざ

まな行動、｢ねんきん越谷｣の発行などに取り組ん

できました。しかし高齢化や健康問題などから行

事に参加する人は減少傾向にあります。
私たちの生活の糧、年金は今年は昨年と同額で

すが、諸物価の上昇で実質的には年金の引き下げ

が続いています。また年金機構の不手際で全国

140万人が「減額されて支給」という事態が起こ
りました。年金の支給額と手続き、社会保障の負

担の増加と給付の削減を厳しく監視し、必要な時

には機敏な行動を起こしましょう。
一方、｢偽造・捏造・安倍晋三｣と揶揄される安

倍政治のデタラメさは、｢大災害よりバクチ｣に見

られるように、民主主義破壊は極限に達していま

す。世界を見れば｢南北｣｢米朝｣首脳会談でとりあ
えず「戦争｣の危機はなくなりました。嬉しい限

りです。ところが｢北朝鮮への圧力｣一辺倒だった

安倍首相の外交は｢戦争する国づくり｣を今も続け
ています。

私たち年金者組合は、｢一人ぼっちをなくそう｣

を基本に、協力・共同しあって｢行動は楽しく」

「年金改悪を許さない」運動をしっかり握って離
さない、そういう年金者組合をめざしてがんばり

ましょう。

２０１８年8月4日

全日本年金者組合越谷支部第26回定期大会

近
藤

博
さ
ん

（
享
年
85
歳
）

３
班

下
間
久
里

２
月
に
死
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

訃 報

＜今年度越谷支部新役員＞


